
2/5 

第2章回勅 人間の偉大さ
AIの時代における人格の擁護

MAGNIFICA HUMANITAS教皇レオ14世
最初の回勅
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教会の社会教説の基礎と原理

一人の人間の全体に及び、すべての人間に及んではじめて、その発展は本物となる

「技術革新は、ともに暮らす家と未来の世代を尊重しながら、個人と集団の人間性と兄弟愛の成長に
　真に寄与しているでしょうか」

「人生の具体的な出来事の中に神の愛を体現しようとすること」MH 47

基 礎  

人類の全人的発展

人間の十全な発展

上記の原理が、歴史／人生の中で
現実に生かされる具体的歩み

原 理  
諸課題に直面する

今日の世界を導くためのもの

全体の善は、個々の人間の善を
足し合わせたよりも大きい

共通善

尊厳にかなう、人間らしい
生活環境をすべての人に用意する

社会正義

自分の力だけで
自分を救える人はいません

連帯

役割を取り上げて代行する
のではなく、支えること

補完性

一人残らず全員の暮らしが
成り立つように

財貨は万人のためにある

人間（ペルソナ）＝神の似姿

人間の尊厳

人権という価値

「すべての人は、神と
　他者と被造物との交
　わりに入るために神
　によって計画され望
　まれています。」MH 50

・それは先天的なもの（後天的なものではない）
・それは無限なもの
・それはすべての人に当てはまるもの

・普遍のもの
・不可侵のもの
・尊厳を土台としている

経済的 社会的 霊 的 自然環境的

MH 85

社会教説は、理論ではなく具体的行動です。
より公正で友愛に満ちた社会を築くことは可能です！

2 3 4 1 

Japanese Translation © Catholic Bishops’ Conference of Japan


